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（１）国の考え方

国は、2060年に日本の人口を１億人程度維持するための「中長期ビジョン」を提示し、人口

減少・少子高齢化、東京一極集中、地域経済の是正など、国の社会課題の解決に向け「第１期総

合戦略」を策定し、４つの基本目標とさまざまな施策を掲げて取り組んできました。このたび、

既存の総合戦略が終了することから、これまでの地方創生について「継続を力」にし、現行の４

つの基本目標を維持し、新たな視点に重点を置いた「第２期総合戦略」に取り組みます。

（２）基本目標

基本目標１ 地方にしごとをつくり、安心して働けれるようにする

基本目標２ 地方への新しいひとの流れをつくる

基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する

（国の「地方創生に向けた取組について」より抜粋



（３）新たな視点と主要な取組（国）

国の第２期（2020年度～2024年度）総合戦略においては、現行の４つの基本目標に向け

た取組を実施するにあたり、次の新たな視点に重点を置いて施策を推進します。

（国の「地方創生に向けた取組について」より抜粋


